
図画工作科学習指導案 
  あゆみ  

日 時  令 11 19  20 10:05 

年 組   低  16 名 名・ 名 名・  

名 ゲスト 名  

場 所   低  

題  材    「ソーシャル・ビュー えない人と“みる” 」  

題材について 

は ソーシャル・ビューによって の える人が えない人と一 に 作 を

し 作 を 介にやりとりすることで 児 が今まで 付いていなかった事 にも

を けてよりしっかり るようになることを とする



は と の両

で ぶ である。10 に

両 に作 に する

を った。 件 は のとおり

である。パフォーマンス は右に

したように VTS Visual Thinking 

Strategies の つの いを えて

した。  

 の 分 で は 3.8

個 は 3.6 個の 付きを き

出した。全体の を すると

が僅かに かったが はな

かった。事前 で き出した 付きの例は では「テーブルがあって もあっ

て人もたくさんいて ではない。僕はそう いました。」「お がレストランの さ

んをじっと つめてレストランの さんが って み を している。」といったよう

に に えるものや えた事 をそのまま いていた。 では「 の の中に

るく光っているレストランがあって その光を て を っている人も り出してい

る。」「 の中にあるレストランでご を べてみたい。」といったように に える

ものをもとに 像したり 付けたりしながら の中に し入り んでいるようであっ

た。 

主体 に 動に取り んだりスムーズに 化したりすることについては や

の があると えられるが に する両 のレディネスを で 価した

では ・ ともほぼ同じであり による の いを に 取ることはで

きなかった。  

 

 

 

を可 にする として つの てを取る。  

つ は 一 のスタイルで う である。ファシリテートによって 個々

の 付きを なものに わらせるのではなく 付けて作 からストーリーを 像し

やすくしたり 印 や えを共 する しさを わったりすることができるようにする。

その 以 の を した 付きも伝え合うことで える人も えない人もより

交 しやすくなるのではないかという予 を伝え の 動に がるようにしていく。  

つ は 以 の を くための 上からの である。さまざま

な を くため 体で を じる をする。  

つ は 五 カードを したジグソー である。 の を くため グルー

プを えながら 付きの交 を う。他 と交 しアウトプットする を けることで

分の 付きを しやすくし 他 と協 しながら する しさに 付くことができる

ようにする。 上で つけた の から俯 した を し つの で俯 し

た を印刷したものと 付きを 入する五 カードを児 に する。まず 1

のジグソー を同じ の人と う の である。五 アイコン が かれた五

カードに 付き を 入して 俯 した 印刷 に るようにする。 に

のジグソー を なる の人と う を し 五 クイズを して互いの

づきやイメージを共 しやすくする を作る。 

を 化できるよう ルーブリックは児 と共 しておく。ゲストには前 に

事前調査：R4 年 10 月  

対象：小学１年生（8 名）・2 年生（8 名） 

時間：7 分間  

鑑賞作品：『夜のカフェテラス』，ゴッホ，1888 

パフォーマンス課題：この絵を見て，気付いた 

ことを書きましょう。（3 つの問いは，罫線  

付き用紙に予め提示）  

・「この絵の中で何が起きていますか？」 

    ・「どこからそう思いましたか？」  

・「そこからどう思いましたか？」  

試行錯誤を可能にする環境設定（翻案→授業構想力／授業実践力）  



していただき アイスブレイクや 介を って 名前と を一 させてもらう。  

の 入では まず える人が作 についての 付きを べ その えない人に

や を ってもらう。各グループは つの の 合で する。 の に

を い 児 の り りに加え 児 の から の や を分

・ 価する。  

 

 

 

 

の として げた「今まで 付いていなかった事 にも を けてよりしっ

かり る」ことについて り りを う。うまくいったこともそうでなかったことも

めて 児 が らの びの を 切に り り に 価することを り しなが

ら 分らしさに 付いていくと えている。  

価の は の り りをポートフォリオに したり 予め共 したルーブリ

ックで児 が 分 を り ることができるようにしたりして の の り り

に かせるようにする。  

指導目標 

・ に えない作 について互いに伝わりやすくするには 分の や

を イメージしやすい にすると いことが分かるようにする 例えば 上

下 右や前 といった のイメージ と全体 や の ・匂い・ ・

った じ・ ち 。  

・イメージを共 する を せるようにして にして伝えたり えたりできるよう

にする。  

・ える人と えない人とで 主体 にソーシャル・ビュー の を しもうと

する を う。  

指導計画 全  

次 時間 学習内容 

 

 

 

一 

体 した を いて五 クイズおよびジグソー  

 

 

 

 

 

・ 一 のスタイルでの  

・ 五 を いた 上からの  

・ 同 の人との 1 のジグソー ・五 アイコンを したカー

ドに 付きを 入  

・ の人との のジグソー ・五 クイズ・同 の人と

の再交 もしくは一人での り り  

 

 

二 

ソーシャル・ビューに けての 備と  

0.5 

1.5 

 

 

・ ルーブリックの共  

・ ゲストとのアイスブレイク 名前と を一 させる 介

む ・一 ・ の  

・ ソーシャル・ビューの  

 

 

三 

 

 ・  

「 の えない他 とやりとりすることで 今まで 付いていなかっ

た事 にも を けてよりしっかり ようとするようになったか」

の り り 

ポートフォリオを活用したプロセスの記録（授業分析・評価力）， 

学習過程に位置付いた振り返り（授業構想力／授業分析・評価力）  



本時の目標 

ソーシャル・ビューを しみ を て じたことを に伝わるように伝えたり

から受け取ったりする。   

準備物 

作 アイマスク パーティション ボイスメモ り りカード 

「教科等本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」との関連 

「 分さがし」を促すため まずは児 が今まで 付いていなかった事 にも を

けよりしっかり ようとするような を する。 に を かしやすい 作

を し 他 とのやりとりを して たな きや や が まれる を する。

では が 力 を まないようにすることで 児 とゲストが 分の

じ を 体の で伝え合ったり互いの から刺 を受けたり受 したりしながら

互いの によって作 の を めたり げたりしていけるようにする。【 力】 

学習の展開  

学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 

 のめあてをもつ。 分  

・ に出会う。  

 

 

 

 

 動の仕 を る。 分  

・ 分のグループや 動の仕 を り

単なデモンストレーションを う。  

 ソーシャル・ビューを う。  

分× グループ  

・ まれた から を ていないんだ  

な。 はどうやって伝えたら分かりやす  

いかなあ。  

・匂いや も ってみようかな。  

・ の中の は ずっぱい がしそう。

ゲストも同じ じかな。  

・ は を たせてもらったり 体を動

かしたりしたら 分かりやすく伝えられ

そう。  

・友だちの にたくさん いておられ

たな。 も 分の じ を ってみよ

う。 

・どの 分かな。全体 なイメージかな。 

〇予めアイマスク ・ をしておく。  

○イメージを働かせやすいよう かな

の中で 動を えるようにする。  

 

 

 

○ 上 や五 クイズを させること

で は をみんなで しめるよう

にいろいろな で不 や を つ

け イメージを伝え合うことをめざすの

だと分かるようにする。  

○両 合のグループで することで

スムーズかつ主体 に 動できるように

する。  

〇アイマスクを いるのは 以

をしっかり働かせるためだと伝えると

ともに 動の や交代 は 全

に して 動するよう助 する。  

 

○ はゲストと児 を ぐことで

して 動できる人 になれるよう

にする。  

〇 ・不 へのこだわりが られる

合は な の に出会える さ

に 付いている を する。  

〇児 とゲストが作 を介したやりとりを

しみ たなアイデアに出会えるよう

が み めたら は で

する。  

○児 から 伝わりやすくするには

ではなく上下 右 を った が いと

いう が出るのを つことで 主体

な びに がるようにする。 が

つのグループ A D に分かれる。  

・A はゲストと共に 動する。  

・B D は それぞれのグループで 人

アイマスク り 人 アイマス

ク し に分かれて 作 を う。 

・どのチームもイメージを で伝え

合う。  

を かして を しみ 不 な ハテナ や した ナルホド を伝え合おう。 



 を り り 付けをする。 分  

 ・ しく 動できた。  

 ・ゲストにとっては どうだったかな。ど

の伝え が分かりやすかったか いて

みよう。 ・ ・ 分と全体  

 

な 合 位 係を すよう助 する。  

◆ソーシャル・ビューを主体 に しんで 

いる。【主体 に に取り む 】 

◆ 分のイメージを にして伝えたり

えたりしている。【 力・判 力・

力】 

○ り り に く を伝え 他 の

によって 分の を作り出したプ

ロセスに 付けるようにする。 や

と った ・ じ・ 付きの い  

本題材で用いる絵画作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊 亜 「 と える 体 他 の で る」

www.bonus.dance/essay/01 2022 10 23  

「 ×コミュニケーションでひらく の しいかたち」『 29

化  の となる ・ 史博  をひらく― たな

プログラム創 事 29 』 30 たな

プログラム創 事 会 p.  

 

図２ 『黄・赤・青』，ワシリ

ー・カンディンスキー，1925 

図３ 『秋』 

ジュゼッペ・アル

チンボルド，1572 

図４ ティンガティンガアート， 

タンザニアで発祥した絵画スタ

イル，1960 年代末 

図１ 『日傘をさすモ

ネ夫人とその息子』，

クロード・モネ，1875 

 

図５『名所江戸百景 

大橋あたけの夕立』，

歌川広重，1857 

図６ 『Ice and icicles 

dipped in water held 

against rock and ice 

until frozen』，アンディ・

ゴールズワージー，1987 


